
早稲田大学スーパーグローバル大学創成支援事業最終成果発表シンポジウム開催報告 

 

拠点名 国際日本学拠点 

シンポジウム名称 〈日本〉史をひらく Opening up “Japanese” history 

開催概要 

 開催日時 2023 年 12 月 9 日（土）13 時～16 時 50 分、12 月 10 日（日）10 時～16 時 40 分 

 会場 早稲田大学 戸山キャンパス 33 号館 3 階 第一会議室 

 開催方式 対面とオンライン併用のハイブリッド方式 

 使用言語 日本語 

 登壇者（敬称

略、登壇順） 

川尻 秋生（早稲田大学教授）、陣野 英則（早稲田大学教授）、河野 貴美子（早稲田大学

教授）、ナディア・カナガワ（ファーマン大学アシスタント・プロフェッサー）、李 成市

（早稲田大学名誉教授）、田中 史生（早稲田大学教授）、マイケル・コモ（コロンビア大

学准教授）、蓑島 栄紀（北海道大学准教授）、伊川 健二（早稲田大学教授）、ディヴィッ

ド・ルーリー（コロンビア大学准教授）、ギヨーム・カレ（フランス社会科学高等研究院

教授）、ファム・レ・フィ（ベトナム国家大学ハノイ校講師）、坪井 秀人（早稲田大学教

授）、梅森 直之（早稲田大学教授） 

参加者概要 

 参加者数 12/9  対面: 27、Zoom: 59 計 86 名 

12/10  対面: 6、Zoom：50 計 56 名 

 参加国・地域 日本、韓国、ベルギー、アメリカ、香港特別行政区 

 参加機関 12/9: 29 

12/10: 37 

本シンポジウムの目的 

20 世紀末頃から、「日本」という存在を相対化しようとする試みは「日本」史分野でも行われるようになり、

一定の成果を収めてきた。しかし、再び硬直化がはじまり現在に至っている。本シンポジウムは、こうした反

省の上に立ちながら、海外の研究者からの目線を活かし、〈日本〉史・〈日本〉文化という枠組みを再考する。

なお、今回のシンポジウムは、SGU 国際日本学拠点が「国際日本学」として行ってきた諸活動の総括の場でも

あり、今後の「国際日本学」のあり方を模索する上でも、重要な営為であると位置づけられる。 

 

  

https://www.waseda.jp/inst/sgu-archive/


開催内容詳細 

下記の日程で開催した。 

 

2023 年 12 月 9 日（土） 戸山キャンパス 33 号館第１会議室 

13:00-13:20 開会の辞 趣旨説明 川尻秋生 

13:20-13:40 「国際日本学の 10 年―教育の創成・動向・展望―」陣野英則 

13:40-14:00 「国際日本学の 10 年―研究の過去・現在・未来―」河野貴美子 

14:00-14:40 「現代の課題・日本の歴史:古代〈日本〉におけるレース・エスニシティ・移民」 

ナディア・カナガワ 

14:40-15:20 「日本はいつ、いかなる契機で「日本」になったのか」李成市 

15:20-15:30 休憩 

15:30-16:10 「越境する身体と〈日本〉」田中史生 

16:10-16:50 「都市化と古代日本の 2 つのパンテオン」マイケル・コモ 

17:30- 懇談会 

 

2023 年 12 月 10 日（日） 戸山キャンパス 33 号館第１会議室 

10:00-10:40 「北方史・アイヌ史から問う〈日本〉」蓑島栄紀 

10:40-11:20 「アジア海域史からみた鉄炮伝来」伊川健二 

11:20-11:50 「『国際日本学』と学問分野」ディヴッド・ルーリー 

11:50-13:00 昼食休憩 

13:00-13:40 「世界史に忘れられた近世日本、東アジアの比較史を忘れた日本近世史」 ギョーム・カレ 

13:40-14:00 「コメント」 ファム・レ・フィ 

14:00-14:20 「コメント」 坪井秀人 

14:20-14:40 「コメント」 梅森直之 

14:40-15:10 コーヒーブレイク 

15:10-16:30 討論（司会:川尻 登壇者:伊川・李・カレ・コモ・田中・蓑島） 

16:30-16:40 閉会の辞 田中史生 

 

主催: スーパーグローバル大学創成支援事業 早稲田大学国際日本学拠点 

早稲田大学総合人文科学研究センター角田柳作記念国際日本学研究所 

後援：早稲田大学総合研究機構奈良文化研究所 

早稲田大学総合研究機構日本古典籍研究所 

早稲田大学地域・地域間研究機構朝鮮文化研究所 

早稲田大学総合研究機構トランスナショナル社会と日本文化 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 まず、初日の冒頭、日本国内に収斂される日本史研究には問題があり、相対的によりひらかれた〈日本〉史

研究を行う必要があるとの、本シンポジウムの趣旨説明がなされた上で（川尻）、SGU 国際日本学拠点の 10 年

間の歩みを、教育と研究の立場から総括した（陣野・河野氏）。次に「帰化人」という用語の功罪および、現在

のアメリカにおける日本研究の現状が紹介され（カナガワ氏）、「日本」という国号が 7 世紀後半には普通名詞

であったこと、「日本」国号成立の問題は、古代史のみならず戦後日本の立ち位置を反映していること（李氏）、

「渡来人」研究では、国民国家の枠を乗り越えて、多元的な要素を考慮する必要があること（田中氏）、列島の

古代宗教は、モノと都市を媒介とした神社と寺院という 2 つの「パンテオン」の視点から再検討する必要があ

ること（コモ氏）、などの報告が行われた。 

 

2 日目には、北方史・アイヌ史は、日本史の一部のみならず、独自の文化として豊かな内容を持ち、独自に論

じる必要があること（蓑島氏）、鉄砲伝来について、日本とポルトガルという二国間のみならず、西欧諸国と

東アジア史全体の視点から包括的に検討する必要があること（伊川氏）、日本史研究が「国際日本学」を学ぶ

意義について、日本史の過剰な専門性やナショナリズムを排除する契機になること、日本史研究と他地域史を

比較研究することによって、あらたな研究視角を獲得・提供できる可能性があることが述べられ（ルーリー氏）、

さらに、日本産の銀が東アジアの流通史に影響を与えた可能性があり、近世の日本史研究をより広い視野から

俯瞰する必要があること（カレ氏）が報告された。 

 ついで、コメントが述べられ、日本のみならず、多くの国々で自国史を「ひらく」必要性があること（ファ

ム氏）、「国際日本学」は時代の要請とともに、その内容が変化してきたこと（坪井氏）、歴史を「ひらく」こと

の難しさと、今後の可能性について包括的な指摘があった（梅森氏）。 



 

 その後、①比較史の功罪およびナショナルヒストリーの問題点、②日本の中近世史研究と東アジア史との関

係性、③アメリカ・フランスにおける日本研究の現状、④今後の「国際日本学」のあり方など、を主たる柱に

据えて、報告者と参加者の間で活発な討論が行われた。 

 最後に、シンポジウムの意義・総括が述べられ（田中氏）閉会した。 

 「日本史」をアプリオリに設定するのではなく、自己認識を持ちつつ、よりひらかれた〈日本〉史を目指す

べきだとする本シンポジウムの主張については、十分伝えることができたと考えられる。今後の歴史研究にと

って意義ある成果である。 

 

 また、本シンポジウムは、ハイレックスにより行われたため、日本はもとより、韓国・ベトナム、中国、ア

メリカ、フランスなど多くの国々からの参加者があり、その構成も、大学教員・若手研究者・大学院生・学部

学生・大手出版関係者など多彩であった。なかでも、早稲田大学の教員のみならず、早稲田大学の若手研究者・

大学院生・学部学生の参加が見られたことは、研究のみならず、教育的効果についても十分な役割を果たした

と言えよう。 

さらに、10 年間の SGU 国際日本学拠点の活動についての総括を行い、「国際日本学」の存在意義や今後の展開

についても、コメントや討論で各種の意見が出されたことは、同拠点の今後の活動にとっても有意義であった

と思われる。 



 

 参加者の感想としては、本企画のような日本史関係の国際シンポジウムはこれまであまりなく、改めて鳥瞰

した視点から歴史研究を行う必要性を感じた、歴史認識に対する相対化の重要性を改めて再確認したとか、歴

史分野における「国際日本学」の重要性を再認識したなどといった、好意的な感想が数多く寄せられた。 

 最後になるが、SGU グローバルアジア研究拠点長・政治経済学術院・梅森直之氏がコメンテーターとして参

加したことは、限定的ではあるが、本拠点と「SGU グローバルアジア研究拠点」との関係構築が、一定程度達

成されたと考えられる。 

 

 


